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７月は同和問題啓発強調月間です
同和問題は私たちみんなの問題です

「誰かがいつか解決する」社会ではなく
「私たちがいつか必ず解決する」社会へ

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　

同
和
問
題
と
は
、
江
戸
時
代
の
身
分

制
度
や
人
々
の
意
識
の
中
に
つ
く
ら
れ

た
歴
史
的
・
社
会
的
な
差
別
が
、
今
な

お
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
残
っ
て
い
る
重

大
な
社
会
問
題
で
あ
り
、
ほ
か
の
国
に

は
存
在
し
な
い
、
日
本
特
有
の
人
権
問

題
で
す
。

　

か
つ
て
、
日
本
国
民
の
一
部
の
人
た

ち
が
作
為
的
に
住
む
場
所
や
仕
事
、
結

婚
な
ど
日
常
生
活
で
厳
し
い
制
限
を
受

け
、差
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
人
々

が
住
ま
わ
さ
れ
て
い
た
場
所
が
同
和
地

区
や
被
差
別
部
落
な
ど
と
呼
ば
れ
、
そ

こ
で
生
活
す
る
人
へ
の
差
別
や
偏
見
な

ど
を
同
和
問
題
や
部
落
差
別
と
言
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
誰
も
が
生
ま
れ
る
場
所
を

選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

同
和
問
題
と
は
、
本
人
に
は
何
の
原
因

も
責
任
も
な
い
こ
と
で
不
平
等
や
不
利

益
を
強
い
ら
れ
、
自
由
と
平
等
が
侵
害

さ
れ
る
不
合
理
な
人
権
問
題
な
の
で
す
。

水
平
社
宣
言
と
は

　
大
正
11（
１
９
２
２
）年
３
月
３
日
、

京
都
市
の
岡
崎
公
会
堂
に
各
地
か
ら

約
３
０
０
０
人
が
集
ま
っ
て
全
国
水

平
社
の
創
立
大
会
が
開
か
れ
、
綱こ
う
り
ょ
う領、

宣
言
、
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。
西さ
い
こ
う光

万ま
ん
き
ち吉
氏
の
起
草
し
た
宣
言
は
、
水
平

社
運
動
が
人
間
の
尊
厳
、
自
由
・
平

等
の
理
念
に
基
づ
い
て
一
切
の
差
別
・

抑
圧
と
闘
い
、
部
落
出
身
者
だ
け
で

な
く
全
て
の
人
間
の
解
放
を
目
指
す

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
こ

の
宣
言
文
が
「
水
平
社
宣
言
」
で
す
。

「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」

と
結
ば
れ
た
、
格
調
の
高
い
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
思
想
の
こ
の
水
平
社
宣
言
は
、

日
本
で
最
初
の
人
権
宣
言
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
宣
言
に
は
、
長
い
歴
史
の
中

で
不
当
な
差
別
を
受
け
て
き
た
人
々

の
切
実
な
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
人
間
を
尊
敬
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
全
て
の
人
々
が
部
落

差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
人
間
ら
し
く
暮

ら
し
て
い
け
る
社
会
の
実
現
を
願
う

気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
科
書
の
無
償
配
布

（
部
落
解
放
運
動
か
ら
の
成
果
）

　
小
中
学
生
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
無

償
で
配
布
さ
れ
て
い
る
教
科
書
。
今
か

ら
60
年
ほ
ど
前
に
「
全
て
の
こ
ど
も
た

ち
に
安
心
し
て
学
習
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
昭
和
36
（
１
９
６
１
）

年
に
被
差
別
部
落
の
活
動
か
ら
始
ま
っ

た
の
が
「
教
科
書
無
償
運
動
」
で
す
。

　
そ
の
後
、「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科

用
図
書
の
無
償
に
関
す
る
法
律
」（
昭
和

37
（
１
９
６
２
）
年
４
月
１
日
施
行
）

「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の

無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
38

（
１
９
６
３
）
年
12
月
21
日
施
行
）
が
成

立
し
、
昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
か
ら

小
中
学
生
へ
無
償
配
布
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
差
別
が

起
き
て
い
る
の
か

　
近
年
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
匿
名
性

を
悪
用
し
て
、
電
子
掲
示
板
な
ど
に
面

白
半
分
で
同
和
地
区
の
地
名
や
そ
の
地

域
に
多
い
姓
な
ど
を
掲
載
す
る
、
差
別

書
き
込
み
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
拡
散
さ
れ

た
情
報
は
、
完
全
に
削
除
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
り
、
う
そ
の
情
報
だ
っ
た
と

し
て
も
、
多
く
の
人
を
傷
つ
け
る
無
責

任
で
極
め
て
悪
質
な
も
の
で
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
企
業
が
採
用
時
に
調
査
会

社
に
依
頼
し
て
応
募
者
の
家
族
状
況
な

ど
を
調
べ
た
り
、
地
方
自
治
体
な
ど
に

特
定
の
地
区
が
同
和
地
区
か
ど
う
か
調

査
し
た
り
す
る
と
い
う
、
就
職
差
別
に

つ
な
が
る
身
元
調
査
事
件
が
起
き
て
い

ま
す
。

▷問い合わせ　社会教育係 （☎２２３‐３５４６）
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同
和
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て

　

同
和
問
題
の
解
決
を
目
指
す
う
え
で

｢
放
っ
て
お
け
ば
差
別
は
い
つ
か
な
く

な
る
」
と
考
え
る
人
が
い
ま
す
。
こ
れ

は
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
と
い
う
考

え
方
で
あ
り
、
同
和
問
題
を
学
習
す
る

中
で
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
本
当
に
放
っ

て
お
い
て
差
別
は
な
く
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
も
し
本
当
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、

同
和
問
題
は
も
う
な
く
な
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。
同
和
問
題
の
解
決
に
必
要
な

こ
と
は
、
無
関
心
で
は
な
く
、
正
し
い

理
解
と
差
別
を
決
し
て
許
さ
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
す
。
無
関
心
は
さ
ら
な
る

差
別
を
助
長
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
実

際
に
同
和
問
題
に
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、

よ
く
知
ら
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
偏
見

や
差
別
を
目
に
し
た
時
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
正
し
い
理
解

と
認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　

同
和
問
題
は
誰
か
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
一
人
一
人
の
問
題
で

あ
り
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
家
庭
や
地
域
、

職
場
な
ど
で
同
和
問
題
の
こ
と
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
の

お
知
ら
せ

■
芦
屋
町
人
権
講
演
会

▽�

と
き　
７
月
5
日
金
・
午
後
6
時　

30
分
～
8
時
45
分

▽�

と
こ
ろ
　
町
民
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル

▽
映
画
　「
破は
か
い戒
」

※ 

詳
し
く
は
、
広
報
あ
し
や
今
号
に
折
り

こ
ん
で
い
る
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

■
人
権
パ
ネ
ル
展
示

▽
と
き　
７
月
１
日
月
～
31
日
水

▽
と
こ
ろ　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

■
街
頭
啓
発

▽�

と
き
　
７
月
１
日
月
・
午
後
4
時　

30
分
か
ら
（
予
定
）

▽
と
こ
ろ
　
正
門
通
り
商
店
街
な
ど

■
福
岡
県
人
権
講
演
会

▽�

と
き
　
７
月
20
日
土
・
午
後
1
時　

30
分
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

　
日
市
原
町
）　

▽�

内
容　
【
講
演
】
部
落
問
題
の
今
と
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
づ
く
り

　
【
講
師
】　
武た
け
だ田 

緑み
ど
りさ
ん

　人は誰でも、人として尊重され、それぞれに
ふさわしい環境の下で人間らしく生きる権利を
持っています。これは男性であろうと女性であ
ろうとすべての人に平等に与えられています。
　女性は男性とは違った身体的特徴を持つこと
から、時には男性とは違った配慮を必要とする
ことがありますが、性別の違いを理由として、
自らの能力や個性を制限されたり否定されたり
するものではありません。また、女性も、自ら
の意思で社会のあらゆる分野での活躍に参画
し、その能力を発揮できる機会が確保されなけ
ればなりません。
　女性差別の例の１つとして、男女間における
賃金格差があります。
　男女雇用機会均等法の施行以降、法律上は就
ける職業に男女の差はないことになっています
が、実態は男性がリーダー的な役割を担い、女
性の多くはケア・サポート的な役割が多く、仕
事内容の違いが賃金格差につながっていると言
えます。一見、性別に関係のない取り扱いであ
っても、運用した結果、いずれかの性に不利益
を与えることを「間接差別」と言います。賃金
格差の背景には、「勤続年数」と「管理職登用率」
があげられます。女性は結婚・出産などによっ
て休職・退職をする割合が高く、男性と比べて
勤続年数が短くなり、それが平均賃金の差につ
ながっています。
　また、厚生労働省の調査によると、男性の賃
金水準を 100 としたとき、女性の賃金水準の
割合はおよそ 75 であると言われ、約 25% の
賃金格差が存在していることになります。
　男女雇用機会均等法の施行により、男女の均
等な取り扱いの法的枠組みが整備されることに
伴い、性別を理由に差別されることなく、その
能力を十分に発揮できる環境も整備していく必
要があります。女性の職域が拡大し、管理職に
占める女性の割合も上昇するなど、女性の活躍
の場が広がっていく社会が求められます。

差別をなくすために  第 469 号

男女の賃金格差について考えてみ
ませんか

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３‐３５４６）
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観
覧
の
注
意
と
お
願
い

■�

な
み
か
け
大
橋
と
遠
賀
川

河か
こ
う
ぜ
き

口
堰
は
転
落
の
危
険
が

あ
る
た
め
、
立
入
禁
止
と
し

ま
す
（
観
覧
も
禁
止
で
す
）。

■�

遠
賀
川
堤
防
上
で
は
、
座
っ

て
の
観
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
観
覧
で
き
る
人
数
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
一
定
の
人
数
に
達
し

た
と
き
に
は
、
堤
防
へ
の
入

場
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

遠
賀
川
堤
防
上
に
は
、
川
へ

の
転
落
な
ど
を
防
止
す
る

た
め
に
立
入
禁
止
区
域
を

設
け
て
い
ま
す
。
立
入
禁
止

区
域
に
は
、
立
ち
入
ら
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■�

芦
屋
橋
か
ら
河
口
堰
ま
で

の
遠
賀
川
は
、
午
後
６
時
30

分
か
ら
10
時
ま
で
立
入
禁

止
の
水
域
と
し
ま
す
。

　

�

船
で
観
覧
す
る
人
は
、
監
視

船
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

７７月月２７２７日日土土
午後午後８８時 時 ～～９９時時
※少雨決行・雨天順延なし※少雨決行・雨天順延なし

迫力満点迫力満点

あしやあしや花火大会花火大会
２０２４２０２４

５０００発５０００発

バス運転士が不足し
ている影響で、今年
の花火大会は、ボー
トレース芦屋～会場
の臨時バスの運行が
ありません。ご理解
とご協力をお願いし
ます。

広報あしや　2024.7 ④



　花火大会当日は、町内全域で一般車両の乗り入れ制限と一部
交通規制を行います。規制時間内は、交通規制道路以外でも車
での移動はできる限り行わないでください。また、町外へ通勤
している人は、できるだけ規制時間前までに帰宅していただき
ますようお願いします。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

交通規制にご協力ください交通規制にご協力ください

規制日時 ７月 27 日土　
午後６時 30 分～ 10 時予定
※なみかけ大橋は午後７時 30 分から

■町外へ車で通勤している皆さんへ
　午後７時 30 分までに限り町内へ乗り入れができる「帰宅証
明書」を発行します。「帰宅証明書」が必要な人は、７月 26
日金の午後５時 15 分までに、役場１階の産業観光課窓口へ申
し込んでください。
▷受付時間　土日祝日を除く午前８時 30 分～午後 5 時 15 分

■バスを利用している皆さんへ
　交通規制時間内は、芦屋タウンバス、北九州市営バスは、
次の場所で折り返し運行をします。また、渋滞などで定期便
が遅れることがあります。ご迷惑をおかけしますが、ご協力
をお願いします。
○タウンバス　ボートレース芦屋での折り返し運行
○�市営バス　山鹿郵便局前での折り返し運行
※ 市営バスのみ臨時便を増便しますので、利用してください。

▼ �問い合わせ　あしや花火大会実行委員会（芦屋町観光協会内
☎２２１ ‐ １００１）、商工観光係（☎２２３ ‐ ３５４２）

■芦屋海水浴場を開設します

▽ �開設期間　７月６日土～８月 25日日
■ 海浜公園駐車場が有料になります

▽有料期間　７月６日土�～�８月 25 日日

▽ ��開閉門時間　午前７時～午後８時

▽ �駐車場　１０００台収容（バイク＝１００
円、軽自動車・普通車＝５００円、大型車＝
１５００円）

※�障がい者は半額（身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳の提示が必要）です。

▽ �問い合わせ　芦屋町観光協会（☎２２１‐
１００１）

■ レジャープール「アクアシアン」オープン
　県内最長126ｍのウォータースライダーは、こ
どもから大人まで大人気。この夏は、レジャープー
ル「アクアシアン」で楽しい思い出をつくりましょう。

▽営業期間　７月 11 日木～８月 25 日日

▽ �営業時間　午前９時30分～午後６時30分（入
場は５時 30分まで）

▽ �入場料　大人�５２０円（４２０円）、中高生
４２０円（３４０円）、こども�３１０円（２５０
円）、３歳児以下は無料��

※（　）は団体料金、団体は 20人以上。
※�平日特典（８月 13日火～ 15日木を除く）①
ウォータースライダーフリーパス②午後３時以
降の入場料を割り引きして団体料金と同額に。

▽ �問い合わせ　レジャープール「アクアシアン」
（☎２２３‐３４８１）

■祇園山笠

▽ �とき　７月 13日土・14日日
※ �14 日は午後７時～９時、正門通り商店街に電
飾山笠が登場します（交通規制あり）。

※�交通規制のため、芦屋タウンバスの運行ルー
トが変更になります。詳しくは、22ページの
くらしの情報で確認してください。

■はまゆう開花時期

▽とき　７月下旬～８月上旬

▽ �ところ　夏井ヶ浜のはまゆう自生地
■あしや精霊流し

▽ �とき　８月 15日木・午後４時～８時 30分

▽ �ところ　水辺の里やまが芦屋橋上流（ヨット
ハーバー芦屋前）

▽ �問い合わせ　芦屋町観光協会（☎２２１‐
１００１）

■芦屋町戦没者慰霊町民盆踊り大会

▽ �とき　８月 16日金・午後７時

▽ �ところ　芦屋中央公園（船頭町）

▽ �問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３‐３５３６）

んん夏夏ののああ おおししららしし せせ

　時間により車両通行止・歩行者専用・立入禁止などの規制があり
ます。詳しくは、７月中旬に配布する大会プログラムを見てください。
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　あなたの周りで起きた出来事や楽しい
話題、イベントなどの身近な情報をお待
ちしています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

ま ち の わ だ い

� ５月 26日　町内グラウンドゴルフ大会
暑さに負けず、目指せホールインワン！暑さに負けず、目指せホールインワン！

　雲一つない晴天の中、町内グラウンドゴルフ大会が、芦屋
町総合運動公園中央グラウンドで行われました。この日は 30
度近い気温でしたが、参加者 113 人は元気にコースを回って
いました。各コースからは、喜ぶ声や残念がる声が聞こえてい
て、中には 30m を超えるコースでホール
インワンをする人もいて、みんなから拍
手が湧き上がっていました。優勝したは
まゆう区は「まさか優勝するとは思って
いなかった。今日一日楽しくからだを動
かせた」と笑顔で話していました。

� ５月 13日　山鹿小学校　浜運動会
今年も開催！浜の熱戦！今年も開催！浜の熱戦！

　今年で 119 回目となる浜運動会が柏原漁港で行われ
ました。棒引きや玉入れ、福岡県指定無形民俗文化財に
指定されているはねそなどが行われ、会場には児童や保
護者、地域の人の「頑張れー！」という声援が響いてい
ました。また、今年も希望ヶ丘高校相撲部（中間市）に
土俵づくりやまわし締めを協力してもらったちびっこ大
相撲では、1 年生が熱い取組を繰り広げていました。
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5 月 25日　花植えボランティア

� ５月 18日　大韓民国総領事、芦屋釜の里を訪問
日韓の交流を深めました日韓の交流を深めました

　駐福岡大韓民国総領事朴
ぱく

 建
こんちゃん

燦さんが、芦屋釜の里を訪れまし
た。「九州の中の韓国探し」と題し、九州内の韓国ゆかりの歴史
地をめぐる総領事主催行事の一環です。資料室では、室町時代の
芦屋鋳

い も じ
物師が、美しい朝

ちょうせんしょう
鮮鐘を模して鐘を作ったことなどを説明

しました。また、大茶室では、韓国にゆかりのある上
あ が の

野焼や高取
焼などの茶碗を用いて茶会を行いました。和やかな雰囲気の中、
日韓の交流を深めることができました。

� ５月 3日～ 5日　芦屋釜の里�開園記念茶会
茶会のゆったりとした時間がしあわせです茶会のゆったりとした時間がしあわせです

　芦屋釜の里で開園記念茶会が開かれ、３日に裏千家、４日に
表千家、５日に小笠原流が席を担当しました。３日の茶会の参
加者は「親子３代で来た。こども時代に学校行事で来たことが
あり、懐かしい場所でゆったりした時間を過ごせた」「九州旅行
中。茶道を勉強中で、こんな立派な施設はなかなかないので、
芦屋町に来れてよかった」と話していました。

町を花でいっぱいに町を花でいっぱいに

　町内の各花壇で花植えボランティアが行われました。
マリーゴールドやニチニチソウ、ポーチュラカなどの花
が植えられ、花壇が色鮮やかで明るくなりました。参加
した人は「自分で植えた花は、つい毎日見に来てしまう」
と話していました。

　町民会館で八朔のわら馬づくり講習会が行われました。参加した人た
ちは「短いわらが飛び出てしまったが、先生に形を整えてもらって、き
れいに仕上げることができた」「三
つ編みを作るのも糸を巻くのも、
わらが硬いので、力いっぱいやっ
た。思ったより時間がかかったけ
れど、上手にできてうれしかった」
と話していました。

� 5 月 19 日　八朔のわら馬づくり講習会
こどもの誕生を祝う　世界に一つだけの馬こどもの誕生を祝う　世界に一つだけの馬
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認
知
症
家
族
の
会
あ
し
や

施
設
見
学
研
修
会
＆
交
流
会

　
認
知
症
が
進
行
す
る
と
施
設
入
所
を
考
え
、

悩
む
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
の

た
め
に
事
前
に
町
内
に
ど
の
よ
う
な
施
設
が

あ
る
の
か
知
っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。

　

今
回
は
町
内
の
２
カ
所
の
住
宅
型
有
料
老

人
ホ
ー
ム
の
見
学
と
交
流
会
を
計
画
し
ま
し

た
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
施
設
の

違
い
を
理
解
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
７
月
18
日
木
・
午
前
10
時
～
午
後

１
時

※ 

９
時
45
分
に
役
場
駐
車
場
に
集
合
後
、
送

迎
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

▽�

内
容　
【
施
設
見
学
研
修
会
】
有
料
老
人
ホ

ー
ム
み
ら
い
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ば
な

の
杜 

【
交
流
会
】
見
学
後
、
施
設
の
デ
イ

ル
ー
ム
で
昼
食
・
交
流
会

▽�

定
員　
15
人
程
度

▽�

参
加
費　
無
料（
昼
食
代
は
５
０
０
円
で
す
）

▽�

申
し
込
み　

７
月
10
日
水
ま
で
に
、
芦

屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
２
２
２
‐

２
８
６
６
）

第
18
回
福
岡
県
景
観
大
会

～
ふ
く
お
か
景
観
フ
ェ
ス
タ
～

　
県
内
の
美
し
い
景
観
や
ま
ち
づ
く
り
を
「
見

て
・
聴
い
て
・
体
験
し
て
」
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
活
動
発
表
や
花
の
苗
植
え
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

▽�
と
き　
７
月
20
日
土
・
午
前
10
時
～
午
後

４
時

▽�

と
こ
ろ　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
・
天
神
中
央
公
園

（
福
岡
市
中
央
区
）

▽�

参
加
費　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
都
市
計
画
課
（
☎

〈
０
９
２
〉
６
４
３
‐
３
７
１
２
）

犯
罪
被
害
者
の
相
談
窓
口

　

福
岡
県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に
あ
っ
た

人
の
心
に
寄
り
添
う
相
談
窓
口
、
犯
罪
被
害

相
談
「
心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
女

性
の
臨
床
心
理
士
が
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
あ
な
た
の
心
の
声

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

福
岡
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
相
談

　
「
心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

　
☎
〈
０
９
２
〉
６
３
２
‐
７
８
３
０

　
月
～
金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

▽ 

問
い
合
わ
せ　
折
尾
警
察
署
総
務
第
一
課
被

害
者
支
援・相
談
係（
☎
６
９
１‐０
１
１
０
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

こ
れ
か
ら
就
職
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
シ

ニ
ア
に
役
立
つ
仕
事
の
探
し
方
や
応
募
書
類

の
作
成
方
法
、
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

▽�

と
き　
７
月
24
日
水
・
午
後
２
時
30
分
～

４
時

▽�

と
こ
ろ　
豊
前
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
豊

前
市
吉
木
）

▽�

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

▽�

定
員　
20
人
（
事
前
申
し
込
み
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン

ジ
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
４
３
２
‐

２
５
１
２
）

福
岡
県
若
者
自
立
相
談
窓
口

～
若
者
の
次
の
一
歩
を
応
援
し
ま
す
～

　

福
岡
県
若
者
自
立
相
談
窓
口
で
は
、
次
の

進
路
が
定
ま
っ
て
い
な
い
若
者
や
保
護
者
か

ら
の
相
談
（
不
登
校
、
高
校
中
退
、
ひ
き
こ

も
り
、
就
職
、
そ
の
ほ
か
生
活
に
困
難
を
抱

え
る
人
）
に
応
じ
て
情
報
提
供
や
支
援
機
関

の
紹
介
を
行
い
ま
す
。
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
、

来
所
面
談
の
ほ
か
、
状
況
に
応
じ
て
家
庭
な

ど
へ
の
訪
問
相
談
も
行
い
ま
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
毎
週
月
～
土
・
午
前
10
時
～
午
後

７
時
（
相
談
受
け
付
け
は
午
後
６
時
30
分

ま
で
）

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
若
者
自
立
相
談
窓
口（
大

野
城
市
白
木
原 

福
岡
県
筑
紫
総
合
庁
舎
）

▽�

相
談
方
法　
訪
問
相
談
、
来
所
面
談
（
要

事
前
連
絡
）、
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
１

０
‐
０
５
４
４
）、
メ
ー
ル

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
青
少
年
育
成
課（
☎

〈
０
９
２
〉
６
４
３
‐
３
３
８
８
）

令
和
６
年
度
福
岡
県
介
護
支
援
専
門

員
実
務
研
修
受
講
試
験

▽
と
き　
10
月
13
日
日

▽�

と
こ
ろ　
①
福
岡
大
学
（
福
岡
市
城
南
区
）

②
九
州
国
際
大
学
（
北
九
州
市
八
幡
東
区
）

▽�

受
験
申
込
期
限　
７
月
５
日
金（
消
印
有
効
）

※ 

受
験
申
込
書
は
、
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
福

岡
県
保
健
福
祉
（
環
境
）
事
務
所
な
ど
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

※ 

受
験
申
込
要
領
は
、
福
岡
県
介
護
支
援
専
門

員
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員

協
会
（
☎
〈
０
９
２
〉
４
３
１‐４
５
９
０
）

みんなの

ひろば

メールアドレス
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●
浜
木
綿
俳
句
会

逆
打
ち
の
遍
路
を
送
る
夏う

ぐ
い
す
鶯

 

吉
住　
利
枝

五
月
闇
燈と

う
み
ょ
う明
あ
は
き
産う

ぶ
す
な
が
み

土
神

 

小
川　
雪
野

若
葉
冷
え
病
院
行
の
バ
ス
を
待
つ

 

野
口
加
津
美

田
水
引
く
土つ

ち
く
れ塊
つ
ぶ
や
き
つ
つ
沈
む

 

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

自
転
車
の
子
ら
の
白
シ
ャ
ツ
風
孕は

ら

む

 

田
尾
三
千
枝

畑
覆
ふ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
夏
の
蝶

 

縄
田　
惠
子

古
都
の
旅
日
傘
ひ
と
つ
に
母
と
娘こ

と

 

仲
山
ク
ニ
子

羅
漢
に
も
笑
が
を
泣
き
が
を
山
わ
ら
ふ

 

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

鹿
柄
の
カ
ウ
チ
ン
セ
ー
タ
ー
編
み
上
げ
て

贈
り
し
若
き
日
「
恋
」
と
も
知
ら
ず

 

村
上　
一
惠

今
ま
で
の
独
り
気き

ま
ま儘
な
生
活
を

恋
し
く
思
う
卒そ

つ
じ
ゅ寿
の
同
居

 

田
中
勢
津
子

杖
を
つ
く
姿
が
母
に
似
た
人
の

橋
渡
り
き
る
ま
で
見
つ
め
お
り

 

後
藤　
征
子

小
説
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
浸
り
き
は

岸
恵
子
作
の
『
う
た
た
か
の
恋
』

 

麻
生　
清
子

【一般書】
控えよ小十郎 佐藤　巖

がん
太郎� 著

愚か者の石 河﨑　秋子� 著
クスノキの女神 東野　圭吾� 著
笑う森 荻原　浩� 著

【児童書】
学校に行かない僕の学校 尾崎　英子� 作
サーファーガール 麻生　かづこ� 作
まほうのマーマレード 茂市　久美子� 作
いちかちゃん いとう　みく� 作
もぐちゃんのおさんぽ たかどの　ほうこ�作

東京ハイダウェイ
� 古内　一絵　著

　東京・虎ノ門の企業に勤
める桐人は、念願の部署に
配属されるも、同期の直也と
仕事の向き合い方で対立し、
息苦しい日々を送っていた。
　ある日の昼休み、普段は無
口な同僚の璃子が軽快に歩い
ているのを見かけた彼は、彼
女の後ろ姿を追いかけると…。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�１日月、８日月、16日火、22日月、25日木、29日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※ 資料検索や

予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ７月

本の森探検ツアー

新 着 図 書

注目の一冊

図書館工作 「牛乳パックの絵合わせ
パズルを作ろう」

定例おはなし会

と　き 出　演・催　し
 ３日水 赤ちゃんおはなし会 

たっち
 14 日日 にじの会
 28 日日 にじの会
※時間はいずれも
午前 11 時から△

�ところ　おはなしのへや

夏休み子ども図書館員募集！

　牛乳パックでブロックを４つ作
り、６面に絵を貼ってクルクルと絵
が変わる絵合わせパズルを作ろう。△

とき　８月４日日・午後２時～４時△

ところ　多目的室△

対象　小学３年生～中学生△

定員　８人（事前申し込み先着順）△
�申し込み　7 月２日火～８月３日土

に電話または図書館カウンターへ

　さあ、今年も「本の森探検ツアー」
に出発しよう。△

�期間　7 月６日土～ 8 月 25 日日
�　図書館でパスポートを手に入れ
たら、5 冊以上本を借りて、シール
を手に入れよう。シールを 3 つ集
めたら、いいことが待っているかも。

　本の貸出や返却など、図書館の
仕事を体験してみよう。△

�とき　７月 27 日土午前 9 時 45
分～正午△

ところ　芦屋町図書館△

対象　小学 4 年生～中学生△
�定員　６人（事前申し込み先着順）△
�申し込み　7 月２日火～７月 26 日

金電話または図書館カウンターへ

図書館夏フェスタ 2024
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▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町暑い季節は始まっています暑い季節は始まっています

熱中症を予防しよう！熱中症を予防しよう！

熱中症とは
　熱中症とは、体温が上がり、体内の水分や塩分のバランスが崩れて、体温の調節機能が働
かなくなることで、けいれんや頭痛、意識障害などのさまざまな健康障害を起こす状態のこ
とです。

症状によって重症度が次の３つに分けられ、 対応処置もかわります

重症度 症状 現場での対応

Ⅰ度

軽症

めまい、立ちくらみ、筋肉痛、こ
むら返り、気分が悪い、手足のし
びれ、生あくびなど

▪涼しい場所へ移動する
▪衣服をゆるめ、体を冷やす
▪水分、塩分を摂取する
※ 症状が改善されないときや、水分が取れない状態の

ときは、救急車を呼ぶ！
Ⅱ度

中等症
頭痛、吐き気、体に力が入らない、
だるい、判断力の低下など

Ⅲ度

重症

意識障害（言動がおかしい、意識が
ない、反応が鈍いなど）、けいれん、
体が熱い、手足の運動障害など

救急車を呼ぶ！
待っている間
▪涼しい場所へ移動する
▪体を冷やす（特に脇の下、足の付け根、首の回り）
※水分などは無理やり飲ませない

重
症
度

　令和５年度（５月～９月）に熱中症で救急搬送さ　令和５年度（５月～９月）に熱中症で救急搬送さ
れた人数は全国で９万人以上。令和４年度の同期間れた人数は全国で９万人以上。令和４年度の同期間
と比べると、２万人も増加しました。と比べると、２万人も増加しました。
　熱中症を正しく理解し、熱中症対策をしましょう！　熱中症を正しく理解し、熱中症対策をしましょう！

119番！

周りにいる人が熱中症かも！取るべき行動は？
　呼びかけに応えるか？　反応がある⇒上記「現場での対応」を行う
　　　　　　　　　　　　反応がない⇒救急車を呼ぶ！
※反応があっても、重症の場合は、救急車を呼ぶ！

熱中症を起こす条件 個人の耐性や体調に応じて、適切に予防していくことが大切です。

環
境

■ 気温が高い
■急に暑くなった

■ 湿度が高い
■ 風が弱い

■ 照り返しが強い場所

体
■ 体調不良（風邪、二日酔い、ストレス、栄養不良、睡眠不足など） ■ 高齢者

■ 乳幼児■ 暑さに慣れていない
■ 持病

■ 肥満

行
動 ■ 激しい運動や労働 ■ 暑い場所での作業 ■ 十分な休養が取れない

広報あしや　2024.7 ⑩



水
分

補
給

■ のどが渇いたと感じる前に、こま
めに水分を取る（例）入浴の前後、
起床時、寝る前、出かける前など

■ たくさん汗をかいたときは、スポーツドリンク
や塩あめなどで塩分も補給する

※ 水分や塩分に制限のある人は、主治医の指示に
従いましょう

暑
さ
を
避
け
る

■ 外出時は帽子や日傘を利用する ■ 熱のこもらない、涼しい服装をする

■ 室内環境を整える
※ 室温が 28 度を超えないようにする
■公民館など冷房のある公共施設で休憩する

■ 日差しの強い時間帯の外出を避ける
※ 午前 10 時～午後２時

日
ご
ろ
の

体
調
管
理

■ バランスの良い食事、適度な運動、十分な睡
眠を心がける ■ 汗をかく習慣をつける

予防と対策

熱熱
ねっちゅうしょうねっちゅうしょう

中症中症警警
けいか いけ い か い

戒戒アラート発表時は特に注意アラート発表時は特に注意

広報あしや　2024.7

夜間熱中症への対策

　実は夏の熱中症の約４割は夜間に発生しており、熱中症で亡くな
る人の３割以上が夜間に死亡しています。
　夜は初期症状を自覚できなかったり、脱水状態になりやすいた
め、昼間と同様に注意が必要です。

知っていますか？

　夜間熱中症

①適切な温度・湿度の調整
■ 人が快適に眠るには、
　 温度 26 度以下、
   湿度 50 ～ 60％の
     環境がいいと言われ

ています。

■ 夜間に熱中症で亡くなる人のほとんどが
エアコンをつけていません。

★ 特に高齢者は暑さを感じにくくなってい
ることが多いため、室内に温度計などを
置いて温度を確認することが大切です。

★ エアコンはタイマーを使用せずに朝まで
つけたままにしましょう。

②入眠前、 起床時の水分補給
■ 寝ている間にコップ１杯以上の汗をかきます。入眠前・起床後には水分補給をしましょう。

⑪



⑫

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

就
業
支
援
講
習

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
な
ど
を
対
象
に

し
た
就
業
支
援
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

■�

パ
ソ
コ
ン
で
応
募
書
類

を
作
成
し
よ
う

▽�

期
間　

７
月
30
日
火
～

８
月
27
日
火
の
平
日
（
全

６
回
）・
午
前
10
時
～
正
午

▽�
と
こ
ろ　
飯
塚
総
合
庁
舎
（
飯
塚
市

新
立
岩
） 

▽
定
員　
８
人
（
託
児
あ
り
）

▽
受
講
料　
無
料　

※ 

パ
ソ
コ
ン
レ
ン
タ
ル
代
の
一
部
３
０

０
０
円
は
自
己
負
担
で
す
。

▽
申
込
期
限　
７
月
12
日
金

■
医
療
事
務
講
座
（
資
格
取
得
）

▽�

期
間　
８
月
27
日
火
～
９
月
26
日
木

の
毎
週
火
曜
日
、木
曜
日
（
全
10
回
）・

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
直
方
総
合
庁
舎
（
直
方
市

日
吉
町
） 

▽
定
員　
８
人
（
託
児
あ
り
）

▽
受
講
料　
無
料　

※ 

教
材
費
な
ど
８
０
０
０
円
は
自
己
負

担
で
す
。

▽
申
込
期
限　
８
月
９
日
金

■
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
Ⅲ
種
（
資
格
取
得
）

▽�

期
間　
８
月
28
日
水
～
10
月
９
日
水

の
毎
週
水
曜
日
（
全
７
回
）・
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
宗
像
市
役
所（
宗
像
市
東
郷
）

▽
定
員　
10
人
（
託
児
あ
り
）

▽
受
講
料　
無
料　

※ 

教
材
費
な
ど
４
０
０
０
円
は
自
己
負

担
で
す
。

▽
申
込
期
限　
８
月
９
日
金

▽�

申
し
込
み　
マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社　
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
４
１

‐
９
５
３
１
）

　
　福
岡
県
立
古
賀
特
別
支
援
学
校

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
教
育
相
談
・
学
校
見
学
・

体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

1�

教
育
相
談　
こ
ど
も
の

言
語
、
学
習
、
行
動
、

情
緒
面
な
ど
の
相
談

▽�

対
象　
乳
幼
児
や
小
中

高
の
児
童
生
徒
と
そ
の
保
護
者
、
教

育
・
保
健
・
福
祉
・
医
療
関
係
の
職

員
な
ど

▽�

相
談
日　
電
話
で
受
け
付
け
後
、
日

程
を
調
整
し
て
行
い
ま
す
。

�
2�
学
校
見
学　
知
的
障
が
い
教
育
部
門

小
中
学
部
＝
火
金
、
高
等
部
＝
火
木 

▽�

見
学
日　
電
話
で
受
け
付
け
後
、
日

程
を
調
整
し
て
行
い
ま
す
。

�

3�

体
験
学
習　
知
的
障
が
い
教
育
部
門

小
中
学
部

※ 

高
等
部
と
小
学
部
の
新
1
年
生
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
（
教
育
相
談
・
学
校

見
学
は
行
い
ま
す
）。

※ 

体
験
の
前
に
必
ず
学
校
見
学
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
来
年
度
、
本
校
就
学
を
検
討

し
て
い
る
こ
ど
も

▽�

と
き
【
小
学
部
】
９
月
17
日
火
～
20

日
金

　�【
中
学
部
】
９
月
24
日
火
、
27
日
金
、

10
月
１
日
火
、
４
日
金
、
８
日
火

 

※
参
加
は
全
日
程
の
う
ち
１
日
だ
け
で
す
。

※ 

時
間
は
午
前
9
時
30
分
～
正
午
の
予
定
で

す
。
教
育
相
談
の
有
無
で
、
終
了
時
間
が

変
動
し
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
立
古
賀
特
別
支
援

学
校　
小
中
学
部
校
舎

▽�

内
容
【
こ
ど
も
】
各
チ
ー
ム
で
学
習

体
験

　

�【
保
護
者
】
学
校
説
明
・
見
学
・
授
業

参
観
（
60
分
程
度
）

※ 

希
望
者
教
育
相
談
（
30
分
程
度
）

▽�

申
し
込
み　

　

�

1
・
2
＝
月
～
金
・
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
福
岡
県
立
古
賀
特
別
支
援

学
校
（
古
賀
市
千
鳥
）（【
小
中
学
部
】

☎
〈
０
９
２
〉
９
４
３
‐
８
６
７
４
・

【
高
等
部
】
☎
〈
０
９
２
〉
９
４
２
‐

７
１
７
５
）
へ　

　

�

3
＝
８
月
20
日
火
ま
で
に
学
校
教
育

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
７
）
ま
た

は
、
現
在
通
っ
て
い
る
学
校
の
担
任
・

管
理
職
へ

子
育
て

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館
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病
児
・
病
後
児
保
育
室
「
ぞ
う
さ

ん
ル
ー
ム
」
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

病
気
の
こ
ど
も
を
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
場
合
に
、
一
時
的
に
預
か
り
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
お
ん
が
病
院
内
の
保
育
室

「
ぞ
う
さ
ん
ル
ー
ム
」

▽�

対
象　
生
後
４
カ
月
～
小
学
生

▽�

利
用
時
間　
月
～
金
・
午
前
８
時
～

午
後
５
時
30
分

※ 

土
・
日
・
祝
日
・
盆
（
８
月
13
日
～

15
日
）・
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１

月
３
日
）
は
除
く

▽
定
員　
３
～
５
人
（
最
大
10
人
）

▽
料
金　
無
料

※ 

別
途
給
食
代
７
０
０
円
が
必
要
で
す

（
お
や
つ
代
を
含
み
ま
す
）。　

▽�

利
用
手
続
き

※�

利
用
に
は
事
前
登
録
・
予
約
が
必
要

で
す
。

⃝
 

子
育
て
支
援
係
窓
口
で
事
前
に
利
用

者
登
録

⃝
 

登
録
書
の
写
し
と
医
療
機
関
か
ら
発

行
さ
れ
た
医
師
紹
介
カ
ー
ド
を
ぞ
う

さ
ん
ル
ー
ム
に
提
出

⃝
 

入
室
時
に
申
請
書
な
ど
の
記
入
や
看

護
師
な
ど
か
ら
の
聞
き
取
り
（
20
分

程
度
）

※ 

ぞ
う
さ
ん
ル
ー
ム
の
予
約
・
受
付
は
、

利
用
日
の
前
日
午
後
５
時
ま
で
。

※ 

当
日
利
用
の
場
合
は
、
電
話
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、

必
ず
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
７
）、
ぞ
う
さ
ん
ル

ー
ム
（
お
ん
が
病
院
内
）（
☎
２
８
１

‐
３
８
５
１
）

♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　７月１日月・午前 11 時～ 11 時 30 分
♥おもちゃ病院
 　 　壊れたおもちゃはありませんか。おもちゃドクタ

ーが修理します。事前に預かることもできます。

　 ▽ �とき　７月 13 日土・午前 10 時～午後３時
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　７月 19 日金・午前 11 時～ 11 時 30 分
♥すくすく広場「楽しい歯の話」（５組限定）
　　歯科衛生士による歯みがき指導

　 ▽ �とき　７月 25 日木・午前 10 時～ 11 時
　※７月 18 日木から予約開始

　 ▽ �持ってくるもの　家で使っている歯ブラシ
♥プールあそび
 　 　楽しいプール遊びをしましょう。詳しい日程や時

間は、ホームページやたんぽぽ内に掲示します。

♥育児相談
　【離乳食の日】
　　栄養士による栄養指導と進め方相談

� 　 �　７月の相談日はありませんが、気になることがあ
れば、気軽に電話してください。

　※次回は、８月 13 日火です。
　【ほほえみ相談】小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　７月３日水・午前 10 時～正午
　※町内に住んでいる人のみ予約できます。
　【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　 ▽ �とき　７月９日火・午前 10 時～正午

　 ▽ �持ってくるもの　母子健康手帳、あしやすくすく
ファイル

　※町外に住んでいる人も相談できます（予約不要）。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　７月 17 日水・午前 10 時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※ たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを用意

して待っています。

たんぽぽコーナーたんぽぽコーナー
対象は、就学前のこどもと保護者です。
⃝問い合わせ　芦屋町子育て支援センター�
　「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

７月の日曜開館日　
７日・21日

ぞうさんルーム

広報あしや　2024.7 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp⑬



一
時
保
育
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
、
一
時
的
に
保
育
を
必
要
と

す
る
乳
幼
児
を
保
育
園
で
預
か
り
ま
す
。

▽�

対
象　
原
則
６
カ
月
児
～
就
学
前
の

町
内
に
住
ん
で
い
る
乳
幼
児

▽�

保
育
日
時　

⃝
 

芦
屋
保
育
園
＝
月
～
土
・
午
前
９
時

～
午
後
５
時

⃝
 

緑
ヶ
丘
保
育
園
＝
月
～
金
・
午
前
９

時
～
午
後
４
時

※
保
育
園
の
休
園
日
を
除
く

▽�

利
用
料
金

　
３
歳
未
満
児
＝
１
時
間
５
０
０
円

　
３
歳
以
上
児
＝
１
時
間
４
０
０
円

※ 

お
や
つ
代
を
含
み
ま
す
。
別
途
給
食

費
が
１
日
２
５
０
円
か
か
り
ま
す
。

※
半
日
、
１
日
単
位
も
あ
り
ま
す
。

※ 

利
用
に
は
事
前
登
録
・
予
約
が
必
要

で
す
。

▽�

申
し
込
み　
芦
屋
保
育
園
（
☎
２
２

３
‐
０
３
４
３
）

　

 

緑
ヶ
丘
保
育
園
（
☎
２
２
３
‐
１
７

４
６
）

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　

芦
屋
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
郷
土

料
理
な
ど
を
中
心
と
し
た
調
理
実
習
を

行
い
ま
す
。
年
齢
、
性
別
関
係
な
く
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
健
康
な
食
生
活
と
一
緒
に
、

芦
屋
の
食
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
７
月
18
日
木
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
12
人

▽
参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　
７
月
11

日
木
ま
で
に
、
2
次

元
コ
ー
ド
か
ら
。
ま

た
は
健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ　

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
歯
の
健
康
と
食
事
の
話
」

　

歯
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
に
影
響

を
与
え
ま
す
。
自
分
の
歯
で
お
い
し
く

食
べ
る
た
め
に
、
歯
の
健
康
の
こ
と
を

学
び
ま
し
ょ
う
。
歯
科
衛
生
士
・
管
理

栄
養
士
が
話
を
し
ま
す
。

▽�

と
き　
７
月
30
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
歯
ブ
ラ
シ
、
ハ
ン
カ
チ

▽�

申
し
込
み　
７
月
23
日
火
ま
で
に
２

次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

ま
た
は
健
康
づ
く
り

係
（
☎
２
２
３
‐
３

５
３
３
）
へ

子
育
て
・
健
康

歯の健康と食事

幼稚園・保育所・認定こども園

�������園開放日
                ７月  ～９月

◦若葉保育所（☎２２２‐２６２４）
と　　き 内　容

８月 23日金 9：50～11：00

（０歳から楽し
める）「音楽物
語」生演奏とパ
ネルシアター

◦認定こども園�芦屋中央幼稚園
　（☎２２２‐０３２７）

と　　き 内　容

7月 18日木 10：00～11：30���
在園児（年中児）
と一緒に遊ぼう
（親子 25組）

◦山鹿保育所（☎２２３－０５１３）
と　　き 内　容

７月６日土 16：00～18：00��� 夏祭り
（先着 10人）

◦愛生幼稚園（☎２２３‐０３５８）
と　　き 内　容

７月８日月 10：00～11：30 誕生会を見て
みよう

9月５日木 10：00～11：30 運動あそび

　日程は天候などで変更になる場合があります。
また、事前に電話予約が必要なものもあります。
申し込みや問い合わせは、直接、園へお願いします。

ふれあいクッキング
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コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
で
脳
を
活
発
に

認
知
症
予
防
教
室

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
身
近
な

病
気
で
、
症
状
が
出
る
前
か
ら
予
防
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
頭
を
使
い
な
が
ら

す
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）

で
脳
の
活
動
を
活
発
に
し
、
自
宅
で
も

継
続
で
き
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽ 

と
き　

７
月
18
日
、
25
日
、
８
月
１

日
（
全
３
回 

全
て
木
曜
日
）・
午
前

10
時
（
９
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

～
11
時
30
分

▽ 

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽ 

定
員　
15
人

▽ 

参
加
費　
無
料

▽ 

申
し
込
み　

７
月
11
日
木
ま
で
に
、

高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
６
）
へ

【
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
例
】

◦ 

右
手
で
じ
ゃ
ん
け
ん
の
グ
ー
・
チ
ョ

キ
・
パ
ー
を
作
り
な
が
ら
、
そ
れ
に

勝
つ
も
の
を
左
手
で
出
し
続
け
る

◦ 

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
し
り
と
り
を

す
る

体
操
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

介
護
予
防
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
自

治
区
公
民
館
体
操
の
支
援
や
教
室
運
営

を
行
う
サ
ポ
ー
タ

ー
を
養
成
す
る
講

座
で
す
。

　

簡
単
に
自
宅
や

自
治
区
で
も
取
り

組
め
る
よ
う
な
体
操
を
学
び
、
学
ん
だ

こ
と
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き

ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

７
月
26
日
、
８
月
２
日
、
９

日
、
23
日
、
30
日
、
９
月
６
日
、
13
日
、

20
日
（
全
８
回
・
い
ず
れ
も
金
曜
日
）・

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�
内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ア
ッ
プ

体
操
、
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
な
ど
の
実
技
、

高
齢
者
の
体
や
認
知
症
、
介
護
予
防

な
ど
の
学
習

▽�

対
象　
自
治
区
公
民
館
体
操
や
サ
ロ

ン
活
動
に
参
加
し
て
い
る
人
（
予
定

者
含
む
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
20
人

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
の
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
運
動

し
や
す
い
服
装
と
靴
（
ス
ニ
ー
カ
ー

な
ど
）

▽�

申
し
込
み　
７
月
19
日
金
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

　

自
分
の
健
康
の
た
め
、
家
族
や
身
近

な
人
の
健
康
の
た
め
に
、
食
生
活
の
こ

と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
全
講
座
終

了
後
「
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」「
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）」
の
資

格
が
取
得
で
き
ま
す
。

▽�

内
容　
栄
養
の
基
礎
、
料
理
、
健
康

▽�

と
き　

８
月
30
日
、
９
月
27
日
、
10

月
25
日
、
11
月
29
日
、
12
月
27
日
、

令
和
７
年
１
月
31
日
、
２
月
21
日
、

３
月
28
日
（
全
８
回 

全
て
金
曜
日
）・

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
（
調
理

実
習
が
あ
る
と
き
は
午
後
１
時
30
分

ま
で
）

▽
と
こ
ろ　
役
場
ま
た
は
中
央
公
民
館

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

健
康
や
食
生
活
の
改
善
に
興
味
が
あ

る
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲

が
あ
る
人
（
年
齢
・
性
別
不
問
）

▽�

参
加
費　
１
７
６
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽�

申
し
込
み　

７
月
24
日
水
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

人
権
生
活
相
談

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎ 

７
月
４
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

◎ 

７
月
18
日
木
＝
橋
本
求も
と
む
相
談
員

※ 

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽ 

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎ 

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

教
育
相
談
会

　
日
常
生
活
の
中
で
「
こ

と
ば
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」「
生
活
習
慣
」「
学

習
」
と
い
っ
た
、
こ
ど
も

の
発
達
や
成
長
の
こ
と
な

ど
、
気
に
な
る
こ
と
を
専

門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▽�

と
き　
８
月
８
日
木
・
午
後
０
時
30

分
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
役
場
３
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
こ
ど
も

と
そ
の
保
護
者
で
、
こ
ど
も
（
特
に

小
学
校
就
学
前
）
の
発
達
や
成
長
の

こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
人

▽�

定
員　
８
組

▽
費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
７
月
３
日
水
～
12
日
金
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
、
学
校

教
育
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
７
）
へ

相
談
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成
年
後
見
制
度
の
無
料
出
張
相
談

　

認
知
症
や
知
的
障
が

い
、
精
神
障
が
い
な
ど
の

理
由
で
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
は
、
生
活
費
の
管

理
が
う
ま
く
で
き
な
く
な

っ
た
り
、
悪
質
な
訪
問
販

売
で
必
要
の
な
い
物
を
買

わ
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
が
出
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。成
年
後
見
制
度
は
、

こ
の
よ
う
な
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
制

度
で
す
。

　
北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の

社
会
福
祉
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
７
月
24
日
水
・
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

※ 

１
人
１
時
間
以
内

▽�

と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ
の

家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

７
月
１
日
月
か
ら
芦
屋

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉

課
内
）（
☎
２
２
３
‐
３
５
８
１
）
へ

※ 

２
カ
月
に
１
回
、
芦
屋
町
、
岡
垣
町
、

遠
賀
町
の
順
に
出
張
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※ 

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

■
事
務
補
助
員
（
高
齢
者
支
援
係
）

▽�

任
期  

８
月
19
日
月
～
10
月
４
日
金

※
任
期
の
更
新
な
し 

▽
募
集
人
数 　
３
人

▽�

業
務
内
容　
敬
老
祝
金
支
給
に
伴
う

業
務（
商
品
券
管
理
、受
付
事
務
な
ど
）

▽�

勤
務
時
間　
①
午
前
８
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分　

②
午
前
８
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分
（
休
憩
60
分
）　　
　

③
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
休

憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　
任
期
中
15
日
程
度
勤
務

の
シ
フ
ト
制
（
土
日
祝
日
休
み
）

▽
報
酬�　
時
給
１
０
０
２
円

▽�

保
険 　
な
し

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
込
期
限　
7
月
24
日
水
（
必
着
）

▽�

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
人
事
係
（
☎
２
２
３
‐

３
５
７
４
）
へ
提
出

※ 

申
込
書
は
、
総
務
課

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※ 

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

募
集

事務補助員募集

芦屋中央病院看護部 職員募集

芦屋中央病院

職種 業務内容 勤務時間 給与 募集
人数

正職員　一般職員
ナースエイド

（病棟看護補助者）

看護師とともに、入院患者を介護
（入浴、食事、排せつなどの介助）

午前 7 時 30 分～午後 4 時
15 分／午前 11 時 15 分～
午後 8 時　※交代勤務

月給 185,000 円～
（固定的手当含む）
※当院規程による

４人
程度

契約職員
ナースエイド

（病棟看護補助者）

看護師とともに、入院患者を介護
（入浴、食事、排せつなどの介助）

午前 7 時 30 分～午後 8 時
のうち、4 ～ 6 時間勤務
　※応相談

時給 1,100 円～ 2 人
程度

正職員　一般職員
看護クラーク

① 外来：診療科受付ほか
② 在宅支援室：訪問看護、居宅支

援事業所の事務作業
③ 腎センター：看護師業務に関す

る事務作業

午前 8 時 30 分～午後 5 時
15 分

月給 160,000 円～
（固定的手当含む）
※当院規程による

3 人
程度

【共通事項】△ �

勤務地　芦屋中央病院△ �

応募条件　資格・学歴不問。正職員のみ昭和35年４月２日以降生まれであること。△ �

賞与・手当　あり（支給条件あり）。手当は、通勤手当、扶養手当、住居手当ほか。
※ 定員に達した場合は、募集を終了します。
※ 詳しくは、芦屋中央病院ホームページを確認してください。△ �

問い合わせ　地方独立行政法人芦屋中央病院 事務局総務課（☎２２２‐２９３１）
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※ 
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
一
般
職
と

し
て
地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守

秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
懲
戒
処

分
な
ど
）
が
原
則
適
用
と
な
り
ま
す
。

北
九
州
マ
ラ
ソ
ン
で

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

全
国
か
ら
約
１
万
２
０
０
０
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
す
る
北
九
州
マ
ラ
ソ
ン

で
、
会
場
の
雰
囲
気
に
直
接
触
れ
な
が

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽�

と
き　

令
和
7
年
２
月
16
日
日
・
午

前
７
時
～
正
午
（
予
定
）

※ 

時
間
や
場
所
な
ど
は
、
個
別
に
案
内

し
ま
す
。

▽�

内
容　
受
け
付
け
、
会
場
整
理
、
給

水
な
ど

▽�

集
合
場
所　
芦
屋
町
役
場

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
15
歳
以

上
の
人
（
中
学
生
は
除
く
）

▽
定
員　
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

※ 

応
募
者
が
５
人
以
下
の
場
合
は
中
止

▽�

申
し
込
み　
６
月
26
日
水
～
７
月
19

日
金
に
２
次
元
コ

ー
ド
か
ら
。
ま
た

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）
へ

※ 

窓
口
・
電
話
の
受
付
時
間
は
、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
で
す
。

※ 

日
曜
・
祝
日
は
休
館
で
す
。

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

　

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
こ
と
」

で
学
校
を
応
援
し
、
学
校
と
家
庭
・
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
こ
ど
も
た
ち
を
守

り
、
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
で
す
。

※ 

在
校
生
の
保
護
者
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

が
あ
る
の
で
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

主
な
活
動　

① 

学
校
行
事
の
活
動
支
援

② 
土
曜
学
び
合
い
ル
ー
ム
の
見
守
り
や

支
援

③ 

学
校
か
ら
の
支
援
要
請
に
応
え
る
活
動

※ 

行
事
案
内
は
、
郵
送
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
中
央
公
民
館
（
☎
２
２

２‐１
６
８
１
）　
芦
屋
東
公
民
館（
☎

２
２
２
‐
１
９
８
１
）
山
鹿
公
民
館

（
☎
２
２
３
‐
１
８
９
２
）
へ
申
込
書

を
提
出

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

※ 

申
し
込
み
用
紙
は
、
各
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。

　
防
災
士
の
資
格
を
と
り
ま
せ
ん
か

　

地
域
の
防
災
力
向
上
の
担
い
手
と
な

る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、
防
災
士
の

資
格
取
得
に
か
か
る

費
用
を
町
が
負
担
し

ま
す
。

【
防
災
士
養
成
研
修
・
試
験
】

▽�

と
き
・
と
こ
ろ　
次
の
い
ず
れ
か
の

日
程
で
受
講
で
き
ま
す
。

① 

11
月
２
日
土
、
３
日
日
の
午
前
９
時

開
始
・
毎
日
西
部
会
館
９
階
（
小
倉

北
区
紺
屋
町
）

② 

11
月
21
日
木
、
22
日
金
の
午
前
９
時

開
始
・
福
岡
県
庁
３
階
講
堂
（
福
岡

市
博
多
区
）

▽�

費
用　
資
格
取
得
に
か
か
る
教
本
代

（
４
０
０
０
円
）、
受
験
料
（
３
０
０

０
円
）、認
証
登
録
料
（
５
０
０
０
円
）

の
計
１
万
２
０
０
０
円
は
、
芦
屋
町

が
負
担
し
ま
す
。

※ 

認
証
登
録
に
必
要
な
証
明
写
真
代
、

救
急
救
命
講
習
の
修
了
証
の
コ
ピ
ー

代
、
受
講
会
場
ま
で
の
交
通
費
や
昼

食
費
な
ど
の
個
人
に
か
か
る
費
用
は
、

受
講
者
で
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　

７
月
12
日
金
ま
で
に
、

総
務
課
窓
口
で
受
講
申
込
書
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

本
研
修
・
試
験
の
受
講
日
に
、
救
急

救
命
講
習
修
了
証
（
５
年
以
内
に
発

行
）
が
必
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

お
知
ら
せ

北九州マラソン
ボランティア

　町では、生ごみの
減量化・資源化の取
り組みとして、ダン
ボールコンポストを
利用してくれるモニ
ターを募集します。
　ダンボールコンポ
ストの中で、生ごみ
は微生物により分解
され、数カ月後には家庭菜園などに利用できる
堆肥へと変わります。興味がある人は、気軽に
問い合わせてください。

▽ �対象　町内に住んでいる人でアンケート調査
に協力してくれる人

▽募集人数　５人程度（先着順）

▽ �申し込み　７月 31 日水までに環境・公園係（☎
２２３‐３５３８）へ

家庭で簡単にできる生ごみリサイクル！
ダンボールコンポスト （無料）ダンボールコンポスト （無料）

利用モニター募集利用モニター募集

広報あしや　2024.7 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp⑰



い
き
い
き
芦
屋
っ
子
育
成
補
助
事

業
・
国
内
外
研
修
派
遣
補
助
事
業

　

町
の
未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
や
、

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活
動
に
意
欲
的
な

人
が
、
国
や
県
な
ど
が
主
催
す
る
事
業

へ
参
加
す
る
こ
と
を
応
援
す
る
た
め
に
、

参
加
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
い
き
い
き
芦
屋
っ
子
育
成
補
助
事
業

▽�

対
象  

町
内
に
住
ん
で
い
る
小
中
学
生 

▽�

対
象
事
業　
国
や
県
ま
た
は
公
共
的

団
体
な
ど
が
主
催
す
る
も
の
で
、
団

体
生
活
を
体
験
し
な
が
ら
、
そ
の
意

義
と
重
要
性
を
学
び
、
文
化
や
伝
統
、

交
流
活
動
な
ど
を
研
修
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
養

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業

※ 

芦
屋
町
や
芦
屋
町
教
育
委
員
会
主
催

の
事
業
は
除
き
ま
す
。

▽�

交
付
額　
主
催
者
が
定
め
る
負
担
額

（
参
加
費
）
の
４
割
以
内

■
国
内
外
研
修
派
遣
補
助
事
業

▽�

対
象  

町
内
に
住
ん
で
い
る
16
歳
以

上
の
人 

▽
対
象
事
業 　

① 

国
や
県
ま
た
は
公
共
的
団
体
な
ど
が

主
催
す
る
国
内
外
研
修
派
遣
事
業

② 

芦
屋
町
教
育
委
員
会
が
認
め
た
研
修

事
業

※ 

芦
屋
町
や
芦
屋
町
教
育
委
員
会
主
催

の
事
業
は
除
き
ま
す
。

▽�

交
付
額　
主
催
者
が
定
め
る
負
担
額

（
参
加
費
）
の
４
割
以
内
で
、
上
限
10

万
円
ま
で

【
共
通
事
項
】

※ 

一
度
補
助
を
受
け
る
と
、
３
年
間
は

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

申
し
込
み　
研
修
開
始
の
14
日
前
ま

で
に
、
必
要
書
類
を
社
会
教
育
係
（
☎

２
２
３‐３
５
４
６
）

へ
提
出

※ 

詳
し
く
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
採
用
試
験

▽�

種
目　
①
自
衛
官
候
補
生 

②
一
般
曹

候
補
生 

③
航
空
学
生

▽�

受
付
期
間　
①
②
７
月
１
日
月
～
９

月
３
日
火 

③
７
月
１
日
月
～
９
月
５

日
木

▽�

試
験
日
・
応
募
資
格　
自
衛
隊
福
岡

地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま

す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協

力
本
部
芦
屋
地
域
事
務
所
担
当 

松

尾
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１
内
線
３

４
８
）

●保険料免除制度
　 　保険料の免除を受けるには、本人・配

偶者・世帯主の前年所得が所得基準の範
囲内である必要があります。基準額以下
であれば、段階に応じて全額または一部
が免除されます。

　 　また、免除には退職（失業）の特例が
あります。所得審査の対象となる本人・
配偶者・世帯主の中で、申請する年度ま
たは前年度に退職した人は、雇用保険の
受給資格者証や離職票などを添付するこ
とで、その人の所得審査が除外されます。

　※ 一部免除の場合、免除後の保険料を必
ず納付してください。

みんなのねんきん� ▽ �問い合わせ　保険年金係（☎２２３‐３５３２）

自衛隊福岡地方
協力本部 補助事業

■国民年金保険料免除制度・納付猶予制度
　経済済的な理由などで国民年金保険料を納付することが困難な場合、「保険料免除制度」や「納付猶
予制度」があります。

●納付猶予制度
　 　50 歳未満の人は、本人・配偶者の前年所得が一定額以

下の場合、申請により月々の保険料納付が猶予されます。
　※ 追納＝免除や猶予を受けた期間は、将来受け取る老齢基

礎年金がその期間分だけ減額されますが、10 年以内であ
れば、後から納めることができます。　 △

承認期間　７月～翌年６月
　※ 毎年申請が必要です。７月以降に手続きを行ってくだ

さい。
　※ 免除や猶予は２年１カ月前までさかのぼって申請する

ことができます。　 △

�手続きに必要なもの　基礎年金番号のわかるもの、雇
用保険被保険者離職票または受給資格者証（失業により
申請する場合）など

お
知
ら
せ

広報あしや　2024.7 ⑱



後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度にに加入加入しているしている皆さん皆さんへへ

▽問い合わせ　保険年金係（☎２２３‐３５３２）
　福岡県後期高齢者医療広域連合（☎〈０９２〉６５１‐３１１１）

　現在使用している保険証（うす緑色）の有効期限は、７月 31 日水です。保険料の滞納があ
る人を除き、８月 1 日木から１年間使用できる新しい保険証（水色）を、７月下旬に簡易書
留で郵送します。８月１日木以降に医療機関にかかるときは、新しい保険証（水色）を窓口
に提示してください。

　現在使用している限度額適用認定証（オレンジ色）や限度額適用・標準負担額減額認定証（白
色）の有効期限は、７月 31 日水です。
　これらの認定証を持っている人で、令和６年度も同じように認定証を発行できる条件の人
には、８月１日木からの新しい認定証を、保険証とは別に７月下旬に郵送します。
　なお、認定証を持っていない人が交付を希望する場合は、保険年金係で申請が必要です。

▽ �申請に必要なもの　後期高齢者医療被保険者証（保険証）
【限度額適用認定証とは】
　限度額適用認定証とは、負担割合が３割になる人で、所得が一定額未満の人に発行します。
入院または高額な外来診療を受ける際に医療機関窓口に提示すると、医療費の自己負担が限
度額までとなります。
【限度額適用・標準負担額減額認定証とは】
　限度額適用・標準負担額減額認定証とは、世帯全員が住民税非課税である人に発行します。
入院または高額な外来診療を受ける際に医療機関窓口に提示すると、医療費の自己負担が限
度額までとなり、入院時の食費・居住費の負担も減額されます。

 ◆限度額適用認定証などが８月に更新されます ◆限度額適用認定証などが８月に更新されます

 ◆令和６年度の保険料 ◆令和６年度の保険料

　令和５年中の所得金額と世帯状況により、保険料額を決定します。７月中旬に郵送する「後
期高齢者医療保険料額決定通知書」で確認してください。世帯状況は、令和６年４月１日
時点（75 歳になった人、県外からの転入者などはその時点）を基準にしています。

 ◆保険証が８月に更新されます ◆保険証が８月に更新されます

町
長
や
町
議
会
議
員
な
ど
の

資
産
報
告
書
を
閲
覧
で
き
ま
す

　

芦
屋
町
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
き
、

町
長
を
は
じ
め
、
町
特
別
職
、
議
会
議

員
の
資
産
報
告
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽�

と
き　

６
月
25
日
火
か
ら
、
休
日
を

除
く
月
～
金
・
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
正
午
か
ら
午
後
１
時

ま
で
を
除
く
）

▽
と
こ
ろ　
総
務
課
窓
口

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

故�藤江宣
のぶき

喜氏の生前の功績が称えられました

　令和 5 年 10 月に亡くなった藤江宣喜さん（享年 86
歳）が、正

しょうろくい
六位という位階を内閣総理大臣から授与さ

れました。藤江さんは昭和 50 年 5 月に芦屋町議会議
員として初当選し、以来約 32 年間の永きにわたりその
豊かな経験と手腕を遺憾なく発揮し、町政の振興に大
きく貢献されました。この功績から、平成 22 年秋には
旭
きょくじつそうこうしょう

日双光章を受章されています。
▷�問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

広報あしや　2024.7 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp⑲



　現在使用している保険証（桃色）の有効期限は、７月 31 日水です。８月から使用できる新しい保険
証（柿色）を簡易書留で郵送します。有効期限が切れた古い保険証は、はさみなどで切ってから捨て
てください。
◦新しい保険証を郵送
　 　７月下旬に、世帯主宛てに簡易書留で郵送します。受け取りには、世帯主本人か同一世帯員の認

印またはサインが必要です。不在で受け取ることができなかった場合は、郵便局の不在通知に従っ
て受け取ってください。

　※ 郵便局の保管期限までに受け取ることができなかった場合は、住民課窓口で渡しますので、以下
のものを持ってきてください。

　 ▽ �受け取りに必要なもの　本人確認ができるもの（マイナンバーカードや保険証、運転免許証など）、
委任状（別世帯の人が取りにくる場合）

◦新しい保険証の有効期限
　 　新しい保険証の有効期限は、令和７年７月 31 日木までです。
　　ただし、下記に該当する人は、有効期限が異なります。

対 象 有効期限 内 容

令和７年７月 31 日ま
でに 75 歳になる人 75 歳の誕生日の前日

誕生日から後期高齢者医療制度に加入するこ
とになります。誕生日の前月中旬に、後期高
齢者医療の保険証が届きます。

令和６年８月以降に
70 歳になる人 70 歳の誕生月の月末

70 歳の誕生日の翌月（１日が誕生日の場合は
誕生月）から使用する高齢受給者証が一体と
なった保険証を誕生月の下旬に郵送します。

◦町外に住んでいる人の保険証発行には申請が必要です
　 　世帯の被保険者で、就学のため町外へ住民票を移している場合は、申請により保険証を交付します。

以下のものを持って保険年金係で申請してください。

　 ▽ �申請・受け取りに必要なもの　在学証明書または合格通知書、窓口に来た人の本人確認ができるもの
◦国民健康保険税（国保税）の滞納者には、保険証を郵送しません
　 　令和５年度以前の国保税に未納がある場合（７月１日月までに納付が確認できない場合）は、保

険証を郵送しませんので窓口に来てください。

　 ▽ �問い合わせ　保険証のこと＝保険年金係（☎２２３‐３５３２）
　　　　　　　　国保税納付のこと＝納税係（☎２２３‐３５３５）

令和６年度の
国民健康保険被保険者証（保険証）を郵送します

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

７
月
中
旬
に
国
民
健
康
保
険
税
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

▽�

納
期
限

１
期

７
月
31
日
水

２
期

９
月
２
日
月

３
期

９
月
30
日
月

４
期

10
月
31
日
木

５
期

12
月
２
日
月

６
期

12
月
25
日
水

７
期
令
和
７
年
１
月
31
日
金

８
期

２
月
28
日
金

９
期

３
月
31
日
月

※ 

各
納
期
限
は
、
月
末
日
で
す
（
土
日

祝
日
の
場
合
は
金
融
機
関
の
翌
営
業

日
）。
た
だ
し
、
12
月
は
25
日
水
が
納

期
限
で
す
。

※  

口
座
振
替
に
よ
る
引
き
落
と
し
日
は
、

各
納
付
月
の
25
日
（
土
日
祝
日
の
場

合
は
金
融
機
関
の
翌
営
業
日
）
で
す
。

口
座
の
残
高
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ

　

 

課
税
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
４
）

　

 

納
税
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
５
）

お
知
ら
せ
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ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
の

切
り
替
え

　

現
在
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
９
月
30
日
月
で
期

限
が
切
れ
る
た
め
、
新
し
い
医
療
証
へ

の
切
り
替
え
を
行
い
ま
す
。
該
当
者（
資

格
停
止
者
も
含
み
ま
す
）
に
は
７
月
下

旬
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
受
付

期
間
中
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

審
査
の
う
え
、
認
定
者
に
は
９
月
30
日

月
ま
で
に
新
し
い
医
療
証
を
、
資
格
停

止
者
に
は
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

① 

現
在
使
用
中
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
証
（
停
止
中
の
人
は
不
要
） 

②
健
康
保
険
証 

③ 

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
遺
族
年
金
証

書
（
受
給
し
て
い
る
人
の
み
）

④ 

令
和
６
年
度
（
令
和
５
年
分
）
の
所

得
証
明
書
（
令
和
６
年
１
月
２
日
以

降
に
芦
屋
町
に
転
入
し
た
人
の
み
）

※ 

④
は
、
令
和
６
年
１
月
１
日
に
住
ん

で
い
た
市
町
村
か
ら
取
り
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽�

受
付
期
間　
８
月
１
日
木
～
30
日
金

▽�
問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

町・県民税の申告のお願い
　
　住民税の申告をしていない場合、住民税や各種
保険料の算定に影響がある場合があります。そこ
で、令和５年中の収入申告をしていない人に対し
て、案内はがきを送付します。はがきが届いた人
は、申告に必要な下記のものをそろえて、手続き
をしてください。なお、来庁が難しい場合は連絡
してください。

▽ �申告期限　８月 30 日金（土日祝日を除く）・
午前８時 30 分～午後５時 15 分

▽ �ところ　税務課窓口

▽ �持ってくるもの　
◦�案内はがき
◦�所得の内容が分かるもの（源泉徴収票など）
◦  事業所得などがある人は経費が分かるもの（帳

簿、領収書など）
◦�生命保険、地震保険などの控除証明書
◦�障害者手帳など（交付を受けている人のみ）

▽問い合わせ　課税係（☎２２３‐３５３４）

案内はがき

消費者ホットニュース

＜事例＞
　アパートで一人暮らしを始めたところ、ゴキブ
リが出た。実家でゴキブリを見た経験がなく、恐
怖でパニックに陥り、ネットで探した業者に来て
もらった。ネットでは「５００円から」と表示さ
れており、高くても数千円程度だと考えていたと
ころ、「ゴキブリの卵が大量に見つかった」「今や
らなければ大変なことになる」と言われた。ひと
つの作業が終わっても次の作業を提案され、その
たびに作業料金がどんどん上がっていった。この
ままでは支払えなくなると思い、作業をやめてく
れるよう申し出たがなかなかやめてもらえず、請
求された金額は１２万円にもなった。業者は即時
の支払いを求め、ＡＴＭが設置されているコンビ
ニまでついてきた。（18 歳 学生 女性）

若い年代でトラブル急増中！
ネットの価格とかけ離れた害虫・害獣駆除のトラブルに注意！

＜アドバイス＞
■ 最初に連絡したときに、必ず作業内

容や見積額、出張費、キャンセル料
などを確認しましょう。

■ 想定とかけ離れた請求
をされた場合は、「後日
納得した金額で支払う
意思がある」と伝えて、
その場での支払いをき
っぱり断りましょう。

■ 広告などの表示額と実際の請求額が
大きく異なる場合などは、クーリン
グ・オフできる可能性があります。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓
口（環境住宅課内☎２２３‐３５４３）
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
化
月
間

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り

を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
関
し
て
の
理
解
を
深
め
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
官
民

一
体
で
取
り
組
む
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域

社
会
で
あ
り
、
ま
た
罪
を
犯
し
た
人
や

非
行
を
し
た
未
成
年
の
更
生
を
促
す
場

も
地
域
社
会
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
を
し
た
未
成
年

の
立
ち
直
り
を
温
か
い
目
で
見
守
り
、

援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
、
明
る
い
社
会

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
遠
賀
保
護
区
保
護
司

会
（
☎
２
０
１
‐
２
１
４
４
）

祇
園
大
祭
電
飾
山
笠
開
催
に
伴
う

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
運
行
ル
ー
ト
変
更

　
祇
園
大
祭
電
飾
山
笠
が
正
門
通
り
商

店
街
周
辺
で
行
わ
れ
る
た
め
、
芦
屋
タ

ウ
ン
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。

▽�

と
き　
７
月
14
日
日
・
午
後
７
時
～

９
時

■�

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
ル
ー
ト
変
更

　

遠
賀
川
駅
発
（
祇
園
崎
経
由
）
の
①

午
後
７
時
７
分
発
、
②
午
後
８
時
10
分

発
の
２
便
が
、
鶴
松
団
地
経
由
に
な
り

ま
す
。

 

※ 

祇
園
崎
バ
ス
停
・
正
門
通
り
バ
ス
停

の
定
期
券
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
右

記
の
２
便
の
み
、
鶴
松
団
地
バ
ス
停
、

高
浜
町
バ
ス
停
、
自
衛
隊
前
バ
ス
停

で
降
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

浜
口
南
バ
ス
停
の
定
期
券
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
浜
口
バ
ス
停
で
し
か
降

り
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
・
交
通
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）

ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ

芦
屋
町
限
定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
ア
プ
リ
で
貯
め
た

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

て
、
芦
屋
町
商
工
会

商
品
券
が
当
た
る
抽

せ
ん
に
応
募
で
き
ま
す
。

▽��

１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス　
５
０

０
円

▽��

３
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス　
５
０

０
円
～
２
０
０
０
円

※ 

応
募
で
き
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
１
つ

の
コ
ー
ス
で
す
。

※ 

当
選
者
の
発
表
は
、
商
品
券
の
発
送

に
て
行
い
ま
す
。

▽��
応
募
方
法　
ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ
ン

ト
ア
プ
リ
内
の
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応

募
」
か
ら
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く

だ
さ
い
。

▽��
応
募
期
間　
７
月
１
日
月
～
８
月
31

日
土

お
知
ら
せ

 

祇
園
崎
は
経
由
し
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で日没～午後
９時ごろに夜間飛行訓練を行います。

と　き 予備日

ジェット機 ７月８日月・９
日火・10 日水

11 日 木・16 日 火・
17 日 水・18 日 木・
22 日 月・24 日 水・
25 日木

救難ヘリコプター
救難捜索機 毎週月・火曜日 水・木・金曜日

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの申請や
受け取りができない人のために、次の日程で休日窓
口を開設します。

▽ �とき　７月６日土・午前８時 30 分～正午
※ 急きょ中止になる場合は、
　ホームページに掲載します。

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　 【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申請書

貼付写真（ない場合は、申請時に無料で撮影）、通
知カード、本人確認書類、住民基本台帳カード（持
っている人のみ）

　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人確認
書類、住民基本台帳カード（持っている人のみ）

※ 本人確認書類は、公的機関が発行した免許証など
の顔写真付きは１点、健康保険証などの顔写真が
ないものは２点必要です。不明な場合は問い合わ
せてください。

※手続きは本人のみできます。
※ 証明書の発行や転入・転出の異動の受け付けなど

は行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

休日窓口
町ホームページふくおか健康

ポイントアプリ
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▽�
問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係　
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
講
座

　

初
心
者
で
も

簡
単
に
で
き
る
、

ガ
ラ
ス
絵
の
具

で
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
風
の
額
入

り
小
作
品
を
作

る
講
座
で
す
。

▽�

と
き　
７
月
20
日
土
・
午
後
１
時
～

3
時

▽��

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽��
対
象　
小
学
生
以
上
の
人
（
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽��
定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽��
参
加
費　
１
０
０
円

▽��
申
し
込
み　
７
月
２
日
火
～
17
日
水
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民

館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

県
民
向
け
介
護
講
座

　

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
、
施
設

で
介
護
に
従
事
し
て
い
る
人
、
介
護
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
人
な
ど
、
県
民
を

対
象
に
介
護
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

▽��

と
こ
ろ　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟

４
階
（
春
日
市
原
町
）

▽��
内
容　
介
護
予
防
講
座
、
介
護
入
門

講
座
、
認
知
症
介
護
講
座
、
テ
ー
マ

別
介
護
講
座
、
動
画
配
信
介
護
講
座

▽��
参
加
費　
無
料

▽��
開
催
期
限　
令
和
７
年
１
月
ま
で

▽��
申
し
込
み　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議

会　
福
祉
・
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
（
☎

〈
０
９
２
〉
５
８
４
‐
３
３
５
１
）

放
送
大
学
２
０
２
４
年
10
月

入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
、
文
部
科
学
省
・
総
務
省
所
管
の
通

信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
教
養
学
部
】

⃝
 

学
力
試
験
は
な
く
、
書
類
に
よ
る
選

考
の
み
で
入
学
で
き
ま
す
。

⃝
 

満
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
１
科
目
か

ら
学
習
で
き
る
選
科
履
修
生
（
１
年

間
在
学
）・
科
目
履
修
生
（
半
年
間
在

学
）
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

⃝
 

満
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
が
あ

る
人
は
、
全
科
履
修
生
（
大
学
卒
業

を
目
指
す
人
）
と
し
て
入
学
で
き
ま

す
。
卒
業
す
る
と
学
士
（
教
養
）
の

学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

【
大
学
院
】

⃝
 

満
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
修
士
選
科

生
（
１
年
間
在
学
）・修
士
科
目
生
（
半

年
間
在
学
）
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

▽�

募
集
期
間　
６
月
10
日
月
～
9
月
10

日
火

※ 

入
学
相
談
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽��
問
い
合
わ
せ　
放
送
大
学
福
岡
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
‐
５
８
５
‐

３
０
３
３
）
ま
た
は
北
九
州
サ
テ
ラ

イ
ト
ス
ペ
ー
ス
（
☎
０
９
３
‐
６
４

５
‐
３
２
０
１
）

北
九
州

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

学
校
を
卒
業
・
中

退
後
、
ま
た
は
仕
事

を
辞
め
た
後
、
長
期

間
働
い
て
い
な
い
人

に
、
求
職
活
動
に
踏

み
出
し
て
も
ら
う
た

め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽��
対
象　
15
歳
～
49
歳
の
人
と
そ
の
家
族

※ 
令
和
2
年
度
に
、
就
職
氷
河
期
世
代

の
支
援
と
し
て
、
対
象
年
齢
上
限
を

39
歳
か
ら
49
歳
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

▽��
内
容　
個
別
相
談
、
心
理
相
談
、
各

種
セ
ミ
ナ
ー
、
就
労
体
験
な
ど

▽��

相
談
日
時　
月
～
土
・
午
前
10
時
～

午
後
5
時

※ 

祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
月
～
金
・
午
前
10
時

～
午
後
5
時
に
、
北
九
州
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
５
１
２
‐

１
８
７
１
）

職
業
訓
練
生
（
９
月
生
）
募
集

▽�

訓
練
科
名
・
定
員　

① 

C
A
D
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
科
＝

25
人

② 

電
気
設
備
技
術
科
＝
20
人

③ 

住
ま
い
の
サ
ポ
ー
ト
科
（
短
期
間
訓

練
）
＝
20
人

▽��
対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申

し
込
み
を
し
、
受
講
指
示
、
支
援
指
示

ま
た
は
受
講
推
薦
を
受
け
た
人

▽��
訓
練
期
間　
①
②
＝
9
月
4
日
水
～

令
和
7
年
2
月
28
日
金 

③
＝
９
月
4

日
水
～
12
月
20
日
金

▽��

と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡
（
八

幡
西
区
黒
崎
・
コ
ム
シ
テ
ィ
６
階
）

▽��
申
し
込
み　
７
月
１
日
月
～
８
月
5

日
月
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡
（
☎
６

２
２
‐
５
５
６
６
）
へ

▽��
問
い
合
わ
せ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

福
岡 

受
講
者
係
（
☎
６
４
１
‐
６
９

０
９
）

放送大学

北九州若者サポー
トステーション
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㉔

中
央
公
民
館
講
座

「
カ
ラ
ダ
は
食
べ
た
物
か
ら
で
き
て
い

る
」
～
元
気
な
人
生
１
０
０
年
の
た
め

の
ヒ
ン
ト
～

　

栄
養
・
運
動
・
口
腔
ケ
ア
の
こ
と
を

実
例
と
体
験
を
交
え
て
考
え
ま
す
。

▽�

と
き　
７
月
19
日
金
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
株
式
会
社
明
治　

食
育
担
当

管
理
栄
養
士　
平
山
愛あ

ゆ友
さ
ん

▽
定
員　
60
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
６
月
30
日
日
か
ら
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民
館

（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

❶ 

七
夕
茶
会

　

新
緑
が
美
し
い
季
節
に
七
夕
茶
会
を

行
い
ま
す
。

▽��

と
き　
７
月
７
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時
受
け
付
け

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里 

大
茶
室

▽�

内
容　
大
茶
室
で
の
茶
会
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

▽�

料
金　
中
学
生
以
上
５
０
０
円
・
小

学
生
３
０
０
円（
入
館
料
と
お
茶
代
）、

未
就
学
児
２
０
０
円
（
お
茶
代
）

❷
夏
限
定
、
抹
茶
ア
イ
ス

　

星
野
村
の
抹
茶
と
阿
蘇

の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
を
使

っ
た
、
こ
だ
わ
り
の
味
を

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▽�

期
間　
７
月
13
日
土
～
８
月
31
日
土

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里 

立り
ゅ
う
れ
い
せ
き

礼
席

▽�

料
金　
中
学
生
以
上
５
０
０
円
・
小

学
生
３
０
０
円
（
入
館
料
と
ア
イ
ス
・

冷
茶
代
）、
未
就
学
児
２
０
０
円
（
ア

イ
ス
・
冷
茶
代
）

❸�
夏
休
み
園
内
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　

夏
休
み
期
間
中
、
こ
ど
も
向
け
に
園

内
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
7
月
13
日
土
～
９
月
16
日
月
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
受
け
付
け

は
午
後
４
時
40
分
ま
で
）

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
内
各
所

▽�

内
容　
施
設
内
に
あ
る
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
て
ク
イ
ズ
を
解
く
（
す
べ
て
の

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
人
に
は
く
じ
で

景
品
を
進
呈
）

▽
対
象　
中
学
生
以
下

▽�

参
加
費　
小
学
生
１
０
０
円
・
中
学

生
２
０
０
円
（
入
館
料
）

❹ 

夏
休
み
親
子
鋳
物
講
座

　

夏
休
み
に
親
子
で
鋳
物
の
作
品
づ
く

り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
７
月
28
日
日
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里 

講
座
室

▽�

内
容　
錫す
ず
の
絵
皿
づ
く
り

▽�

対
象　
小
学
４
年
生
以
上

▽�

定
員　

８
組
16
人
程
度
（
事
前
申
し
込

み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
小
学
生
９
５
０
円
・
中
学
生

以
上
１
０
５
０
円
（
入
館
料
を
含
む
）

※ 

付
き
添
い
の
保
護
者
は
入
館
料
２
０

０
円
が
必
要
で
す
。

▽��

申
込
期
間　
7
月
５
日
金
～
19
日
金
・

午
前
９
時
～
午
後
5
時

❺�

夏
休
み
親
子
抹
茶
点た

て
体
験

　

親
子
で
一
緒
に
抹
茶
を
点
て
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽�

と
き　
８
月
４
日
日
・
午
前
10
時
30

分
～
11
時

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里 

大
茶
室

▽�

内
容　
抹
茶
を
点
て
る
体
験
と
抹
茶

の
飲
み
方
を
学
ぶ

▽
対
象　
小
学
生
以
上

▽
定
員　
５
組（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

中
学
生
以
上
５
０
０
円
・

小
学
生
３
０
０
円
（
入
館
料
、
お
茶
・

菓
子
代
）

▽�
申
込
期
間　
７
月
14
日
日
～
28
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
5
時

【
共
通
項
目
】�

▽�

申
し
込
み　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２
２

３
‐
５
８
８
１
）

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
た
だ
し
、
月

曜
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
が
休
館

で
す
。

訂
正
と
お
わ
び

　

４
月
末
に
対
象
者
に
送
付
し
た
風
し

ん
ク
ー
ポ
ン
券
に
同
封
し
た
案
内
チ
ラ

シ
に
、
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
正
し
く
は
次

の
と
お
り
で
す
。

⃝
 

芦
屋
中
央
病
院　
問
い
合
わ
せ
先

【
誤
】
０
９
３
‐
２
２
３
‐
２
９
３
１

【
正
】
０
９
３
‐
２
２
２
‐
２
９
３
１

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

お
知
ら
せ

広
告

広報あしや　2024.7



㉕

芦
屋
歴
史
の
里
移
転
開
館
20
周
年

記
念
特
別
展

「
妖
怪
！
百ひ
ゃ
っ
き鬼
夜や
こ
う行
～
海
に
ひ
そ

む
も
の
の
け
た
ち
～
」
よ
り
①

　

原
始
、
明
か
り
は
炉

で
は
ぜ
る
炎
だ
け
で

あ
っ
た
時
代
、
夜
の
闇

は
人
に
畏お
そ

れ
を
教
え
ま

し
た
。
今
は
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
何
か
し
ら
明
か
り
が
あ
る
生

活
を
送
る
私
達
で
す
が
、
停
電
し
た
夜

や
、
月
や
星
が
隠
れ
た
夜
な
ど
は
、
ふ
だ

ん
見
慣
れ
た
場
所
で
さ
え
、よ
そ
よ
そ
し

く
人
の
支
配
を
拒
否
し
て
い
る
か
の
よ

う
で
す
。

　
海
に
面
す
る
町
、芦
屋
で
暮
ら
し
て
い

る
と
、波
打
ち
際
で
長
時
間
過
ご
す
機
会

が
あ
り
ま
す
。月
の
光
が
煌こ
う
こ
う々
と
照
ら
す

星
月
夜
で
も
、寄
せ
て
は
返
す
海
面
を
見

続
け
る
と
水
底
に
引
き
込
ま
れ
そ
う
な

錯
覚
に
襲
わ
れ
ま
す
。ま
し
て
や
朔さ
く
げ
つ月
や

新
月
の
頃
な
ら
な
お
さ
ら
で
す
。現
代
の

我
々
で
す
ら
闇
や
海
に
対
し
て
不
安
を

持
つ
の
で
す
か
ら
、乏
し
い
明
か
り
と
不

確
か
な
知
識
し
か
な
い
時
代
の
人
々
な

ら
な
お
さ
ら
で
し
ょ
う
。何
か
し
ら
怪
し

い
気
配
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し

た
ら
、こ
の
怪
し
い
気
配
に
“
妖
怪
”
と

名
を
つ
け
、少
し
で
も
理
解
し
よ
う
と
し

た
の
で
し
ょ
う
。

　
自
然
や
闇
、わ
だ
つ
み（
海
）に
対
す
る

畏い

ふ怖
や
人
の
心
に
ひ
そ
む
猜さ
い
ぎ
し
ん

疑
心
・
不
安

が
妖あ
や
か
しを
生
み
出
し
ま
し
た
。逆
に
言
う
と
、

人
や
明
か
り
の
な
い
所
に
は
妖
怪
は
生
ま

れ
な
い
の
で
す
。
平
安
時
代
の
都み
や
こ
お
お
じ

大
路
を

支
配
し
、
貴
族
た
ち
を
恐
れ
さ
せ
た
百
鬼

夜
行
に
は
形
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
恐

ろ
し
い
も
の
、
凄
ま
じ
き
も
の
と
し
か
形

容
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、中
世
の
絵
巻
物
に
登

場
す
る
不
思
議
な
妖
怪
た
ち
の
行
列
も
、

百
鬼
夜
行
と
呼
び
ま
す
。そ
の
ほ
と
ん
ど

は
付つ
く
も
が
み

喪
神
と
呼
ば
れ
る
古
び
た
道
具
が

変
化
し
た
姿
を
し
て
い
ま
す
。職
人
が
道

具
を
作
り
、庶
民
が
僅わ
ず
か
な
が
ら
も
初
め

て
自
分
の
家
財
道
具
を
持
ち
始
め
た
、中

世
と
い
う
時
代
が
生
み
出
し
た
怪
し
げ

な
妖
怪
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
方
に
あ
り
な
が
ら
も
、往
古
よ
り
人
が

往
来
し
、
職
人
が
住
み
、
海
辺
の
町
で

あ
っ
た
芦
屋
に
は
、怪
異
が
多
く
伝
わ
る

こ
と
も
肯
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
代
の
日
常
生
活
で
は
消
え
て
し

ま
っ
た
、懐
か
し
く
も
怖
ろ
し
い
闇
。
闇

の
中
、
海
の
中
に
ひ
そ
む
妖
怪
と
、
ふ
る

さ
と
芦
屋
の
接
点
を
探
り
ま
す
。

 

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

【
特
別
展
】

▽�

と
き　
7
月
13
日
土
～
9
月
16
日
月
・

午
前
9
時
～
午
後
5
時

▽�

入
館
料　
中
学
生
以
上
２
０
０
円
、小

学
生
１
０
０
円

【
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
】

　
参
加
者
に
は
、
景
品
が
あ
り
ま
す
。

▽�

対
象　
中
学
生
以
下

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

▽�

と
き　
①
７
月
20
日
土
、②
8
月
17
日

土
、
③
9
月
7
日
土
・
各
10
時
よ
り
1

時
間
程
度

▽�

申
し
込
み　
①
7
月
13
日
土
～
19
日

金 

②
8
月
10
日
土
～
16
日
金 

③
8

月
31
日
土
～
9
月
6
日
金
・
午
前
9

時
～
午
後
5
時
に
芦
屋
歴
史
の
里（
☎

２
２
２
‐
２
５
５
５
）
へ

【
共
通
項
目
】

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
歴
史
の

里
▽�

協
力　

湯
本
豪こ
う
い
ち一
記

念
日
本
妖
怪
博
物
館

（
三み
よ
し次
も
の
の
け
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
）

▽�

特
別
協
力　
船
の
科
学

館
「
海
の
学
び
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
サ
ポ
ー
ト
」

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
歴

史
の
里
（
☎
２
２
２
‐

２
５
５
５
）

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
翌
平
日
が
休
館
で
す
。

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
三
十
八

編

集
後
記

▼
芦
屋
釜
の
里
開
園
記
念
茶
会
の
取

材
に
行
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
、
庭
園
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
季
節
に
合
わ
せ
た
器
の

趣
に
触
れ
、
飾
ら
れ
た
花
を
愛
で
な

が
ら
会
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
ん

な
上
品
な
時
間
を
過
ご
せ
る
場
所
が

あ
る
芦
屋
町
は
、
と
て
も
魅
力
的
な

町
だ
と
思
い
ま
す
。
夏
休
み
は
親
子

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。 

（
野
中
）

▼
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
に
配

属
さ
れ
、
初
め
て
一
人
で
取
材
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
一
眼
レ
フ
の
カ
メ

ラ
を
使
っ
て
写
真
を
撮
っ
た
こ
と
が

な
く
、
花
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
過
ぎ
る

と
人
が
目
立
た
な
く
な
り
、
人
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
花

植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
写
真
と
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
て
こ
ず
り

な
が
ら
撮
影
し
ま
し
た
。「
ま
ち
の
話

題
」
に
記
事
が
あ
り
ま
す
の
で
見
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。（
篠
塚
）

▼
芦
屋
町
の
魅
力
。
海
で
遊
べ
て
海

辺
の
プ
ー
ル
で
泳
げ
て
花
火
大
会
や

砂
像
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
め

る
と
こ
ろ
。
そ
ん
な
芦
屋
の
「
楽
し

い
」
を
ま
と
め
た
観
光
P
R
動
画

が
で
き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
観
光
大

使
の
コ
ン
バ
ッ
ト
満
さ
ん
が
主
演
で

す
。
裏
表
紙
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

動
画
の
U
R
L
に
行
け
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△妖怪展イメージ
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４月１日から新たな対策が始まりました

遠賀川の不法係
けいりゅうせん

留船対策
　遠賀川河口域には、多くの船舶が係留されていますが、洪水
や高潮が発生したときに、堤防などの施設に損害を与える恐れ
があることから、河川管理者として河川での船舶の係留は認め
ていません。
　そこで、今回、新たな重点的撤去区域を設定し、対策を強化
します。重点的撤去区域内に係留された船舶で、自主的に移動・
撤去されない場合には、強制撤去などを行います。
■今回設定する重点的撤去区域（第５期）

▽�遠賀川　遠賀川河口～河口堰
ぜき

下流端・芦屋唐戸水門下流端

▽ �江川　遠賀川合流点～鯨
くじらせぼうちょうひもん

瀬防潮樋門・鯨瀬排水樋
ひ か ん

管・江
え が わ

川橋
の各下流端

▽ �問い合わせ　国土交通省 遠賀川河川事務所 占用調整課
　（☎〈０９４９〉２２‐１８３０）

５月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人48
人33死亡

人9
人21

令和６年５月末日現在 令和５年５月末日現在
人　口
男　性6,231
女　性6,587
世帯数6,419

人
人 6,299

6,697
6,397 世帯

人
人

世帯

12,818 人 12,996 人

1 歳のお誕生日おめでとう！優しくたくま
しく、元気にすくすくと大きくなってね♥

大野�紡
つむぐ
玖ちゃん

（山鹿）
令和５年
７月 12日生まれ

Happy BirthdayHappy Birthday７月

鯨鯨瀬瀬防防潮潮樋樋門門・・鯨鯨瀬瀬排排水水樋樋管管・・江江川川橋橋

遠遠
賀賀
川川

河河
口口
堰堰

芦芦
屋屋
橋橋

なな
みみ
かか
けけ
大大
橋橋

新新
西西
川川
橋橋

江江川川

遠遠賀賀川川

遠遠

賀賀

川川

砂砂浜浜

西西川川

西
祇
園
橋

▷問い合わせ　シティプロモーション係　（☎２２３‐３５７１）▷問い合わせ　シティプロモーション係　（☎２２３‐３５７１）

できました！あたらし
い観光 PR 動画！できました！あたらし
い観光 PR 動画！

視

聴は
こちらか

ら視

聴は
こちらか

ら

芦屋の“楽しい”がいっぱい！芦屋の“楽しい”がいっぱい！

6 月 25日火 YouTube に公開6月 25日火 YouTube に公開

△芦屋町ふるさと観光大使△芦屋町ふるさと観光大使
　コンバット満さん　コンバット満さん

僕が出てるよ僕が出てるよ
何何回でも見てね♪回でも見てね♪

今回設定区域

設定済みの区域


